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『
内
裏
女
中
月
次
続
歌
』
考 

 

小 

山 

順 

子 

  

要 

旨 

 

日
本
文
学
史
お
よ
び
和
歌
文
学
史
に
お
い
て
、
中
世
後
期
は
女
性
の
活
躍
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
な
い
時
代
で
あ
る
。
著
名
な
女
性
作
者
も
存
在

せ
ず
、
作
品
も
ほ
と
ん
ど
伝
わ
ら
な
い
。
そ
う
し
た
中
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
旧
蔵
本
『
内
裏
女
中
月
次
続
歌
』
は
、
文
明
十
六
年

（
一
四
八
四
）
か
ら
文
明
十
八
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
八
度
の
三
十
首
続
歌
を
収
め
る
も
の
で
、
出
詠
歌
人
の
う
ち
十
三
名
が
女
性
で
あ
る
こ
と

が
特
徴
で
あ
る
。
室
町
時
代
後
期
の
女
性
歌
人
に
よ
る
詠
歌
は
、
こ
れ
ま
で
断
片
的
に
し
か
伝
わ
ら
な
か
っ
た
た
め
、
女
性
歌
人
に
関
す
る
貴
重

な
資
料
で
あ
る
。
『
内
裏
女
中
月
次
続
歌
』
の
出
詠
歌
人
を
比
定
し
、
ど
の
よ
う
な
出
自
・
経
歴
で
あ
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
と
、
後
土
御
門
天
皇

の
近
親
者
も
し
く
は
身
近
に
仕
え
て
い
た
後
宮
女
官
を
中
心
と
す
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
、『
内
裏
女
中
月
次
続
歌
』
が
披
講
・
参
会
を
伴
わ

な
い
短
冊
の
み
の
詠
進
で
あ
り
、
こ
れ
は
禁
裏
の
月
次
和
歌
を
模
し
た
た
め
と
推
測
す
る
。
さ
ら
に
、
勅
撰
和
歌
集
撰
進
の
希
望
が
残
っ
て
い
た

こ
の
時
代
、
勅
撰
和
歌
集
を
視
野
に
入
れ
た
催
し
で
あ
っ
た
可
能
性
を
考
え
た
。 
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は
じ
め
に 

  

日
本
古
典
文
学
史
に
お
け
る
女
性
作
者
の
活
動
・
作
品
を
辿
る
と
、
低
調
な
の
が
、
中
世
後
期
で
あ
る
。
王
朝
時
代
、
後
宮
を
背
景
と

し
て
女
性
作
者
た
ち
が
多
く
の
作
品
を
残
し
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
紫
式
部
『
源
氏
物
語
』
や
清
少
納
言
『
枕
草
子
』
の
よ
う
に
、
文
学
史

上
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
女
性
に
よ
る
作
品
は
減
少
し
、
中
世
後
期
に
は
著
名
な
作
品
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。

和
歌
に
お
い
て
も
同
様
で
、
『
万
葉
集
』
以
来
、
額
田
王
や
和
泉
式
部
な
ど
著
名
な
女
性
歌
人
は
数
多
い
が
、
中
世
後
期
に
な
る
と
、
女
性

歌
人
の
存
在
感
は
薄
い
。
和
歌
文
学
史
上
に
名
を
残
す
中
世
後
期
の
女
性
歌
人
は
皆
無
に
近
い
と
言
っ
て
よ
い
。 

 

筆
者
は
、
前
稿
「
室
町
時
代
の
女
性
歌
人
た
ち
」
（
『
中
世
文
学
』
60
、
平
27
・
6
、
以
下
「
前
稿
」
と
は
こ
の
論
文
を
指
す
）
に
お

い
て
、
女
性
歌
人
の
様
相
を
、断
片
的
に
で
は
あ
る
が
比
較
的
知
る
こ
と
が
で
き
る
後
土
御
門
天
皇
期
の
女
性
歌
人
た
ち
か
ら
考
察
し
た
。

中
世
後
期
の
女
性
歌
人
の
詠
作
は
、
家
集
・
詠
草
も
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
と
ま
っ
て
伝
わ
る
こ
と
が
非
常
に
稀
で
あ
る
。
そ
う
し
た
状

況
の
中
で
、
近
年
紹
介
さ
れ
た
資
料
が
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
旧
蔵
本
『
内
裏
女
中
月
次
続
歌
』
で
あ
る
。
内
容
に
つ
い
て
は

後
に
詳
述
す
る
が
、
こ
の
歌
書
は
、
中
世
後
期
の
女
性
歌
人
の
詠
作
が
ま
と
ま
っ
て
伝
わ
る
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
前
稿
は
、
女
性
歌

人
の
活
動
や
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
た
め
、
『
内
裏
女
中
月
次
続
歌
』
に
は
詳
し
く
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
小

稿
は
、
『
内
裏
女
中
月
次
続
歌
』（
以
下
、
女
中
続
歌
と
略
す
）
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
や
催
し
の
性
格
を
分
析
し
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。 
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一
、
内
容 

  

室
町
時
代
の
和
歌
活
動
・
歌
書
に
つ
い
て
、
網
羅
的
に
ま
と
め
た
基
礎
的
研
究
は
、
井
上
宗
雄
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究 

室
町
前
期
』（
初

版
昭
39
・
改
訂
版
昭
59
・
風
間
書
房
）・『
同 

室
町
後
期
』（
初
版
昭
47
・
改
訂
新
版
昭
62
・
明
治
書
院
）
で
あ
る
。
ま
た
同
書
に
所
収

さ
れ
る
「
室
町
前
期
歌
書
伝
本
書
目
稿
」
「
室
町
後
期
歌
書
伝
本
書
目
稿
」
は
、
作
品
名
や
資
料
所
蔵
機
関
、
作
品
の
内
容
を
整
理
し
た
も

の
で
あ
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
ま
ず
参
照
さ
れ
る
リ
ス
ト
で
あ
る
。
し
か
し
小
稿
で
検
討
す
る
『
内
裏
女
中
月
次
続
歌
』
は
、
「
室
町
前
期

歌
書
伝
本
書
目
稿
」
に
挙
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
井
上
著
書
に
も
関
連
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。 

 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
旧
蔵
本
『
内
裏
女
中
月
次
続
歌
』
が
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
資
料
目
録
［
８
―

１
］
『
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
目
録
［
分
類
目
録
編
］
』（
平
21
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）
の
当
該
項
目
で
あ
っ
た
。
な
お
、
他
に
伝
本

の
存
在
を
聞
か
な
い
孤
本
で
あ
る
。
そ
の
後
、
武
井
和
人
・
酒
井
茂
幸
「
未
刊
室
町
後
期
歌
会
資
料
―
―
釈
文
と
略
解
題
―
―
（
一
）」
（
『
研

究
と
資
料
』
68
、
平
24
・
12
）
に
よ
っ
て
、
『
内
裏
女
中
月
次
続
歌
』（
以
下
「
女
中
続
歌
」
と
略
す
）
の
翻
刻
と
解
題
が
出
さ
れ
た
。 

 

書
誌
を
、
前
掲
『
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
目
録
［
分
類
目
録
編
］
』
の
当
該
項
目
と
武
井
・
酒
井
両
氏
の
調
査
に
よ
っ
て
挙
げ
る
。 

所
蔵
機
関
整
理
番
号0

3
4
6

（
ふ
函
97
）。
江
戸
中
期
写
。
袋
綴
一
冊
。
縦
28･

0
㎝
、
横
20･

3
㎝
。
表
紙
は
藍
色
水
玉
文
で
原
表

紙
。
表
紙
左
肩
の
題
簽
に
外
題
「
内
裏
女
中
月
次
続
哥
文
明

」
と
墨
書
す
る
。
外
題
は
霊
元
天
皇
宸
筆
。
内
題
「
内
裏
女
中
月
次
続
哥
」
。

半
丁
十
三
行
、
和
歌
一
首
一
行
書
き
、
詞
書
は
二
字
下
げ
で
記
す
。
奥
書
な
し
。 

 

収
め
ら
れ
る
八
度
の
三
十
首
続
歌
の
催
行
年
次
は
、
①
文
明
十
六
年
三
月
二
十
八
日
・
②
文
明
十
六
年
四
月
三
十
日
・
③
文
明
十
七
年

四
月
九
日
・
④
文
明
十
七
年
五
月
二
十
一
日
・
⑤
文
明
十
七
年
六
月
十
九
日
・
⑥
文
明
十
七
年
七
月
二
十
一
日
・
⑦
文
明
十
七
年
八
月
二
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十
九
日
・
⑧
文
明
十
八
年
三
月
二
十
九
日
で
あ
る
（
丸
数
字
は
後
掲
の
表
①
に
対
応
）。 

 
本
書
の
特
徴
は
何
よ
り
も
、
全
十
八
名
の
出
詠
歌
人
の
う
ち
十
三
名
が
女
性
で
あ
り
、
こ
の
時
代
の
女
性
歌
人
の
ま
と
ま
っ
た
詠
作
を

伝
え
る
点
に
あ
る
。
全
二
四
〇
首
の
う
ち
、
女
性
歌
人
に
よ
る
詠
歌
は
一
七
三
首
。
女
性
に
よ
る
家
集
・
詠
草
類
が
伝
わ
る
こ
と
の
な
い

こ
の
時
代
に
あ
っ
て
、
女
性
に
よ
る
詠
歌
が
多
数
ま
と
め
て
伝
わ
る
の
は
非
常
に
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
、
本
書
に
よ
っ
て
し
か
、
詠
作
活

動
な
ら
び
に
詠
歌
を
知
ら
れ
な
い
歌
人
も
含
ん
で
い
る
。 

 

な
お
、
女
中
続
歌
の
八
度
の
三
十
首
続
歌
の
日
付
を
記
録
類
に
あ
た
っ
て
も
、
関
連
す
る
記
事
は
管
見
に
入
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
成

立
事
情
な
ど
は
一
切
不
明
で
あ
る
。
女
中
続
歌
に
は
後
宮
女
官
が
出
詠
し
て
い
る
が
、
彼
女
た
ち
自
身
が
記
し
た
『
お
湯
殿
の
上
日
記
』

に
も
、
女
中
続
歌
に
関
す
る
記
述
は
一
切
見
ら
れ
な
い
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
）。
資
料
の
真
偽
に
つ
い
て
は
慎
重
を
期
さ
ね
ば
な
ら

な
い
が
、
人
物
の
呼
称
や
注
記
に
も
矛
盾
は
特
に
無
い
。
注
記
は
①
に
集
中
し
て
お
り
、
5
番
歌
作
者
「
阿
子
丸
」
に
「
不
遠
院
宮
」
、
8

番
歌
作
者
「
南
御
方
」
に
「
伏
見
殿
御
母
」
、
12
番
歌
作
者
「
勾
当
」
に
「
兵
部
卿
典
侍
」
、
14
番
歌
作
者
「
ち
や
ち
」
に
「
上
ら
ふ
伏

見
殿
」
、
16
番
歌
作
者
「
新
内
侍
」
に
「
三
位
殿
」
と
あ
る
（
歌
番
号
は
わ
た
く
し
に
通
し
番
号
を
付
し
た
も
の
を
用
い
る
。
以
下
同
）。

こ
の
中
で
、
12
番
歌
作
者
「
勾
当
」
に
あ
る
傍
記
「
兵
部
卿
典
侍
」
は
、
正
し
く
は
「
民
部
卿
典
侍
」
で
あ
る
（
勾
当
内
侍
・
四
辻
春
子

は
文
亀
元
年
〈
一
五
〇
一
〉
に
典
侍
に
昇
り
、
民
部
卿
典
侍
と
称
し
て
い
る
）
。
こ
の
箇
所
は
、
唯
一
の
明
ら
か
な
誤
り
で
あ
り
、
転
写
時

の
誤
写
と
推
測
さ
れ
る
が
、
他
の
注
記
は
、
筆
者
が
資
料
と
照
ら
し
た
限
り
で
正
確
で
あ
る
（
但
し
、
不
遠
院
宮
の
幼
名
と
伏
見
宮
邦
高

親
王
上
﨟
の
名
は
、
本
資
料
以
外
に
確
認
で
き
な
い
）。
ま
た
、
霊
元
天
皇
宸
筆
の
外
題
を
有
し
、
高
松
宮
家
に
旧
蔵
さ
れ
た
と
い
う
本
書

の
伝
来
を
鑑
み
て
も
、
資
料
の
信
憑
性
は
高
い
と
判
断
さ
れ
る
。 
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二
、
出
詠
歌
人
た
ち 

  

ま
ず
表
①
に
、
八
度
の
三
十
首
続
歌
の
出
詠
歌
人
の
表
記
と
、
人
物
比
定
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
詠
歌
数
を
ま
と
め
た
。
表
で
は
、
男
性
（
Ａ

～
Ｅ
）
、
皇
女
（
Ｆ
・
Ｇ
）
、
後
宮
女
官
（
Ｈ
～
Ｐ
）
、
伏
見
宮
家
女
官
（
Ｑ
・
Ｒ
）
の
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
で
歌
数

の
多
い
順
に
並
べ
た
。
ま
た
、
八
種
の
全
て
で
は
な
い
が
、
出
題
者
と
頭
役
（
当
番
役
）
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を

つ
と
め
た
人
物
に
は
「
題
」
「
頭
」
と
記
し
て
い
る
。
Ｌ
と
Ｍ
は
呼
称
が
異
な
る
が
同
一
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
歌
数
は
合
計

し
た
も
の
を
括
弧
内
に
示
し
て
い
る
。 

 

表
① 

 

Ｉ Ｈ Ｇ Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ 

略
称 

大
典
侍 

上
臈 

二
位
殿 

岡
殿 

安
禅
寺
宮 

道
ー 

不
遠
院
宮 

阿
古
丸 

邦
ー 

勝
ー 

無
記
・
御
製 

出
詠
歌
人 

広
橋
顕
子 

花
山
院
兼
子 

大
慈
光
院 

芳
苑
恵
春 

仁
和
寺
宮
道
永
法
親
王 

尊
伝
法
親
王 

伏
見
宮
邦
高
親
王 

勝
仁
親
王 

後
土
御
門
天
皇 

人
物
比
定 

 

２
頭
２

 

１

 

２

 

２
 

１

 

２

 

２
題
３

① 

 

２

 

２

 

１
 

２

 

／
頭
１

 

２
題
２

 

３
② 

 

２
 

２

 

１

 

２

 

２

 

１

 

２
題
２

 

２
③ 

 

２

 

２

 

１

 

２

 

／

 

１

 

２

 

２

 

２
④ 

 

２
頭
２

 

１

 

２

 

／

 

１

 

２

 

２
題
２

⑤ 

 

２ 

 

２ 

 

／ 

 

２ 

 

／ 

 

１ 

 

２ 

 

２ 

題
３ 

⑥ 

 

２ 

 

２ 

 

／ 

頭
２ 

 

／ 

 

１ 

 

２ 

題
２ 

 

４ 

⑦ 

 

２
頭
２

 

１

 

２

 

／

 

２

 

２
題
２

 

３
⑧ 

16 16 6 16 4 9 16 16 22 計 
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本
書
の
作
者
名
は
、「
大
す
」
「
な
が
は
し
」
「
め
ゝ
す
」
な
ど
、
『
お
湯
殿
の
上
日
記
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
女
房
詞
で
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
正
式
な
表
記
は
「
大
納
言
典
侍
」
「
勾
当
内
侍
」
「
目
々
典
侍
」
と
な
る
。
こ
れ
は
、
清
書
に
も
女
官
が
当
た
っ
た
た
め
と
推
測

さ
れ
る
。
な
お
、
⑤
の
出
題
者
は
「
こ
の
御
所
さ
ま
出
題
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
こ
の
御
所
さ
ま
」
と
い
う
呼
称
も
『
お
湯
殿
の
上
日
記
』

に
頻
出
す
る
呼
称
で
、
天
皇
を
指
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
⑤
の
出
題
者
も
後
土
御
門
天
皇
を
指
す
と
考
え
て
よ
い
。 

 

次
に
、
Ａ
か
ら
Ｑ
ま
で
の
歌
人
に
つ
い
て
、
出
自
と
略
歴
を
紹
介
す
る
。
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
示
し
た
数
字
は
、
文
明
十
六
～
十
八
年
ま
で

の
年
齢
で
あ
る
。
皇
女
・
後
宮
女
官
に
つ
い
て
は
前
稿
で
も
取
り
上
げ
紹
介
し
た
人
物
が
含
ま
れ
、
内
容
が
重
複
す
る
こ
と
を
断
っ
て
お

く
。
な
お
、
当
該
時
代
の
女
性
に
関
し
て
は
、
歴
史
学
か
ら
の
貴
重
な
研
究
成
果
が
備
わ
り
、
本
稿
で
も
多
く
を
参
照
し
た
。
皇
女
全
体

に
わ
た
る
研
究
と
し
て
、
大
塚
実
忠
「
比
丘
尼
御
所
歴
代
（
一
）
～
（
五
）」
（
『
日
本
仏
教
』
26
～
28
・
31
・
32
、
昭
41
・
5
、
昭
42
・

Ｒ Ｑ Ｐ Ｏ Ｎ 

 Ｍ 

 Ｌ Ｋ Ｊ 

伏
見
殿
御
母 

南
御
方 

上
臈
伏
見
殿 

ち
や
ち 

新
内
侍 

三
位
殿 

目
々
典
侍 

旧
上
臈 

権
典
侍 

権
大
典
侍 

新
典
侍 

新
大
納
言 

勾
当
・
長
橋 

新
大
典
侍 

庭
田
盈
子 

今
出
川
教
季
女 

四
辻
夏
子 

広
橋
守
子 

三
条
冬
子 

万
里
小
路
命
子 

万
里
小
路
命
子 

勧
修
寺
房
子 

勧
修
寺
房
子 

四
辻
春
子 

庭
田
朝
子 
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8
、
昭
43
・
7
、
昭
45
・
2
、
昭
45
・
9
）
と
『
歴
史
の
な
か
の
皇
女
た
ち
』（
平
14
・
小
学
館
）
所
収
「
皇
女
一
覧
表
」
お
よ
び

同
書
第
四
章
菅
原
正
子
「
中
世
後
期
―
―
天
皇
家
と
比
丘
尼
御
所
」
を
参
考
に
し
た
。
後
宮
女
官
に
つ
い
て
は
、
奥
野
高
廣
『
皇
室
御
経

済
史
の
研
究
』（
昭
17
・
畝
傍
書
房
）
第
四
章
一
「
宮
女
」・
同
氏
『
戦
国
時
代
の
宮
廷
生
活
』
（
平
16
・
続
群
書
類
従
完
成
会
）
第
二
編

第
一
章
「
宮
女
」
と
角
田
文
衛
「
後
宮
の
残
照
⑵
室
町
時
代
」
（
『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
25
―
13
、
昭
55
・
10
）
が
、
基
礎

的
情
報
を
ま
と
め
て
い
る
。
特
に
湯
川
敏
治
『
戦
国
期
公
家
社
会
と
荘
園
経
済
』
（
平
17
・
続
群
書
類
従
完
成
会
）
補
論
第
二
章
「
『
御
湯

殿
上
日
記
』
に
見
る
宮
廷
の
女
性
た
ち
―
―
文
明
期
を
中
心
に
―
―
」
は
当
該
時
代
の
女
官
に
関
す
る
詳
細
な
調
査
で
あ
り
、
本
稿
に
も

参
照
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
な
お
、
各
出
詠
歌
人
に
つ
い
て
の
個
別
研
究
が
あ
る
場
合
は
、
参
考
と
し
て
挙
げ
た
。 

  

男
性
歌
人 

 

Ａ
無
記
・
御
製
…
後
土
御
門
天
皇
（
一
四
四
二
―
一
五
〇
〇
）
。
後
花
園
天
皇
の
第
一
皇
子
。
母
は
藤
原
孝
長
女
信
子
（
嘉
楽
門
院
）
。

諱
は
成
仁
。
長
禄
元
年
（
一
四
五
七
）
親
王
宣
下
。
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
七
月
、
践
祚
。
翌
六
年
、
即
位
。
天
皇
の

即
位
後
、
程
な
く
起
こ
っ
た
応
仁
・
文
明
の
乱
は
前
後
十
一
年
に
及
ん
だ
。
政
務
は
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ

た
が
、
応
仁
以
来
中
絶
し
た
朝
議
の
再
興
に
努
め
、
ま
た
廷
臣
に
命
じ
て
書
写
活
動
を
盛
ん
に
行
っ
た
。
和
歌
を
飛
鳥
井

雅
親
に
学
ぶ
。
歌
集
に
『
紅
塵
灰
集
』
『
い
そ
の
玉
藻
』
『
後
土
御
門
院
御
百
首
』
が
あ
る
。
連
歌
を
愛
好
し
、
明
応
五
年

（
一
四
九
六
）
に
は
准
勅
撰
連
歌
集
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
を
奏
覧
さ
れ
て
い
る
。
な
お
同
集
に
一
〇
八
句
入
集
。
42
～
44

歳
。 

Ｂ
勝
ー
…
勝
仁
親
王
、
後
の
後
柏
原
天
皇
（
一
四
六
四
―
一
五
二
六
）。
Ａ
後
土
御
門
天
皇
の
第
一
皇
子
。
母
は
Ｊ
庭
田
朝
子
。
文
明
十
二

年
（
一
四
八
〇
）
親
王
宣
下
。
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
十
月
に
践
祚
す
る
も
、
費
用
が
調
達
で
き
ず
、
即
位
礼
を
挙
げ
た
の
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は
即
位
後
二
十
二
年
が
経
っ
た
大
永
元
年
（
一
五
二
一
）
に
至
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
治
世
は
和
歌
再
興
の
時
代
と
言
わ
れ
る
。

歌
集
に
『
柏
玉
集
』
が
あ
り
、
三
玉
集
の
一
と
し
て
近
世
に
重
視
さ
れ
た
。
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
に
五
七
句
入
集
。
21
～
23
歳
。 

Ｃ
邦
ー
…
伏
見
宮
邦
高
親
王
（
一
四
五
六
―
一
五
三
二
）。
伏
見
宮
第
五
代
。
貞
常
親
王
の
第
一
皇
子
、
母
は
Ｒ
庭
田
盈
子
。
初
名
は
邦
康
、

文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
四
月
に
元
服
し
邦
高
と
改
名
、
後
土
御
門
天
皇
の
猶
子
と
な
る
。
同
年
六
月
に
親
王
宣
下
、
同
七
年

に
式
部
卿
宮
、
同
八
年
に
二
品
に
序
せ
ら
れ
る
。
永
正
十
三
年
（
一
五
一
六
）
に
出
家
、
法
名
恵
空
。
妻
は
今
出
川
教
季
女
（
貞

敦
親
王
の
母
）
と
今
出
川
公
興
女
（
海
覚
法
親
王
の
母
）
。
和
歌
を
飛
鳥
井
雅
親
と
三
条
西
実
隆
か
ら
学
ぶ
。
安
養
院
と
号
す
。

歌
会
・
定
数
歌
を
収
め
た
家
集
四
種
六
本
の
他
、
自
筆
詠
草
が
伝
わ
る
。
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
に
十
九
句
入
集
。
29
～
31
歳
。 

Ｄ
不
遠
院
宮
阿
古
丸
…
尊
伝
法
親
王
（
一
四
七
二
―
一
五
〇
四
）
。
後
土
御
門
天
皇
の
第
二
皇
子
。
母
は
Ｊ
庭
田
朝
子
。
文
明
八
年
（
一
四

七
六
）
八
月
二
十
二
日
、
青
蓮
院
に
入
室
。
同
二
十
八
日
、
親
王
宣
下
、
尊
敦
と
名
を
賜
る
。
長
享
二
年
十
二
月
に
青
蓮
院
で

得
度
、
明
応
二
年
四
月
に
戒
檀
院
で
受
戒
。
同
年
十
二
月
に
隠
遁
す
る
が
、
勝
仁
親
王
の
諭
止
に
よ
り
、
翌
年
二
月
に
青
蓮
院

に
帰
住
。
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
に
六
句
入
集
。
13
～
15
歳
。 

Ｅ
道
ー
…
仁
和
寺
宮
道
永
法
親
王
（
？
―
一
五
三
五
）。
仁
和
寺
上
乗
院
門
跡
。
仁
和
寺
御
室
。
法
諱
は
初
め
道
什
、
の
ち
道
永
。
蓮
華
院
・

下
河
原
殿
と
号
す
。
俗
名
は
高
平
。
貞
常
親
王
の
皇
子
、
母
は
Ｒ
庭
田
盈
子
。
後
土
御
門
天
皇
の
猶
子
。
文
明
四
年
（
一
四
七

二
）
に
親
王
宣
下
。
同
七
年
に
仁
和
寺
に
入
寺
・
得
度
、
の
ち
上
乗
院
に
転
住
。
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
に
七
句
入
集
。 

 

皇
女 

 

Ｆ
安
禅
寺
宮
…
芳
苑
恵
春
（
一
四
三
四
―
一
四
九
〇
）。
後
花
園
天
皇
の
第
一
皇
女
。
母
は
嘉
楽
門
院
藤
原
信
子
で
、
後
土
御
門
天
皇
の
同

腹
の
姉
に
あ
た
る
。
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）
八
月
、
安
禅
寺
に
入
室
。
後
に
安
禅
寺
に
入
室
す
る
後
土
御
門
天
皇
の
第
三
皇

女
・
寿
岳
恵
仙
を
幼
時
か
ら
養
育
し
て
い
た
。
51
～
53
歳
。
c.f.
西
口
順
子
「
天
皇
家
の
尼
寺
―
―
安
禅
寺
を
中
心
に
―
―
」
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（
『
中
世
の
女
性
と
仏
教
』
〈
平
18
・
法
蔵
館
〉
所
収
）
、
菅
原
正
子
「
中
世
後
期
の
皇
女
た
ち
」
（
『
歴
史
の
な
か
の
皇
女
た
ち
』

〈
平
14
・
小
学
館
〉
第
四
章
第
二
部
） 

Ｇ
岡
殿
…
大
慈
光
院
宮
。
生
没
年
未
詳
。
後
土
御
門
天
皇
第
一
皇
女
。
母
は
Ｊ
庭
田
朝
子
。
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
四
月
に
得
度
。 

 

後
宮
女
官 

 

Ｈ
上
臈
…
花
山
院
兼
子
（
一
四
四
八
―
一
五
一
三
）。
花
山
院
持
忠
女
。
日
野
富
子
に
仕
え
て
い
た
が
、
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
頃
か
ら

親
王
時
代
の
後
土
御
門
天
皇
の
寵
愛
を
受
け
る
。
第
二
皇
女
（
保
安
寺
宮
）・
第
三
皇
女
（
寿
岳
恵
仙
、
安
禅
寺
宮
）・
第
三
皇

子
（
仁
悟
法
親
王
）
・
第
四
皇
子
（
下
河
原
上
乗
院
宮
）
の
母
。
初
め
東
御
方
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
文
明
十
一
年
（
一
四
七

九
）
上
臈
と
な
る
。
後
土
御
門
天
皇
崩
御
の
後
、
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
従
二
位
に
叙
せ
ら
れ
、
二
位
局
と
い
っ
た
。
37
～

39
歳
。 

Ｉ
大
納
言
典
侍
…
広
橋
顕
子
（
一
四
二
九
―
一
五
〇
一
）
。
広
橋
兼
郷
女
。
永
享
五
年
（
一
四
三
三
）
典
侍
と
な
る
。
文
正
元
年
（
一
四
六

六
）
四
月
に
従
四
位
下
、
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
十
月
に
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
る
。
56
～
58
歳
。
c.f.
木
村
洋
子
「
後
土
御

門
天
皇
の
大
納
言
典
侍
・
広
橋
顕
子
に
つ
い
て
―
―
お
湯
殿
の
上
の
日
記
を
も
と
に
―
―
」
（
『
総
合
女
性
史
研
究
』
7
、
平

2
・
8
） 

Ｊ
新
大
納
言
典
侍
…
庭
田
朝
子
（
一
四
三
七
―
一
四
九
二
）。
庭
田
重
賢
女
。
初
め
、
近
衛
局
と
称
し
て
足
利
将
軍
家
に
仕
え
て
い
た
が
、

親
王
時
代
の
後
土
御
門
天
皇
の
寵
愛
を
受
け
る
。
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
典
侍
と
な
る
。
第
一
親
王
（
Ｂ
勝
仁
親
王
）
・
第

二
皇
子
（
Ｄ
尊
伝
法
親
王
）
・
第
一
皇
女
（
Ｇ
大
慈
光
院
宮
）
の
母
。
死
の
前
日
に
三
品
に
叙
さ
れ
、
没
し
た
日
に
准
后
に
任

じ
ら
れ
、
蒼
玉
門
院
の
女
院
号
を
賜
る
。
永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
贈
皇
太
后
の
尊
称
を
贈
ら
れ
る
。
48
～
50
歳
。 

Ｋ
勾
当
内
侍
…
四
辻
春
子
（
一
四
三
五
―
一
五
〇
四
）。
南
家
高
倉
家
の
生
ま
れ
で
あ
る
が
、
四
辻
季
春
の
養
女
と
し
て
出
仕
。
文
正
元
年
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（
一
四
六
六
）
四
月
、
勾
当
内
侍
。
以
後
、
後
土
御
門
天
皇
御
世
を
通
じ
て
勾
当
内
侍
を
務
め
る
。
文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）

三
月
、
典
侍
に
昇
り
、
民
部
卿
典
侍
と
称
す
。
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
に
三
句
入
集
。
室
町
物
語
『
は
に
ふ
の
物
語
』
の
作
者
と

伝
え
ら
れ
る
他
、
書
写
事
蹟
も
残
る
。
50
～
52
歳
。
c.f.
吉
野
芳
恵
「
室
町
時
代
の
禁
裏
の
女
房
―
―
勾
当
内
侍
を
中
心
と
し

て
―
―
」
（
『
国
学
院
大
学
大
学
院
紀
要
（
文
学
研
究
科
）
』
13
、
昭
56
） 

Ｌ
新
大
納
言
・
新
典
侍
…
勧
修
寺
房
子
。
生
没
年
未
詳
。
勧
修
寺
教
秀
女
。
少
女
の
頃
か
ら
勝
仁
親
王
の
女
官
と
し
て
仕
え
て
い
た
が
、

後
土
御
門
天
皇
か
ら
寵
愛
を
受
け
、
新
大
納
言
局
と
称
し
、
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
五
月
に
典
侍
と
な
り
新
典
侍
と
呼
ば

れ
る
。
第
四
皇
女
（
智
円
、
安
禅
寺
宮
）
・
第
五
皇
女
（
理
琇
、
宝
鏡
寺
）
の
母
。
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
に
後
土
御
門
天

皇
の
崩
御
の
た
め
落
飾
、
同
年
十
月
従
三
位
に
昇
進
。 

Ｍ
権
典
侍
・
権
大
納
言
典
侍
…
万
里
小
路
命
子
（
一
四
五
三
―
一
四
八
八
）。
万
里
小
路
冬
房
女
。
母
は
広
橋
兼
郷
女
で
あ
る
の
で
、
Ｊ
広

橋
顕
子
は
母
方
の
叔
母
に
あ
た
る
。
後
土
御
門
天
皇
の
即
位
式
で
褰
帳
典
侍
を
つ
と
め
る
。
文
明
八
年
、
父
冬
房
の
補
陀
落
山

詣
の
た
め
謹
慎
、
権
典
侍
に
降
格
さ
れ
る
。
文
明
十
四
年
十
一
月
九
日
か
ら
同
十
六
年
三
月
二
十
九
日
ま
で
、
内
裏
を
下
り
足

利
義
尚
の
寵
愛
を
受
け
、

 

（

1
）

文
明
十
四
年
十
一
月
に
義
尚
の
正
室
（
日
野
勝
光
女
、
富
子
の
姪
）
が
出
家
し
て
い
る
（
大
乗
院
寺

社
雑
事
記
）。
後
に
出
家
、
瑞
林
院
と
号
す
、
法
名
真
砂
、
道
号
蓮
啓
（
尊
卑
分
脈
）。
32
～
34
歳
。 

Ｎ
旧
院
上
臈
…
三
条
冬
子
（
一
四
四
三
―
一
四
八
九
）
。
後
花
園
天
皇
上
臈
。
左
大
臣
三
条
実
量
女
。
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）
生
、
延
徳

元
年
（
一
四
八
九
）
没
。
文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
十
二
月
の
後
花
園
院
崩
御
に
よ
り
、
翌
年
に
退
廷
。
院
崩
御
の
際
に
出
家

し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
後
花
園
院
か
ら
寵
愛
を
受
け
る
の
で
は
な
く
、
女
官
と
し
て
仕
え
て
い
た
ら
し
い
。
退
廷
後
も
、
三

条
邸
か
ら
参
内
し
て
女
官
と
し
て
の
勤
め
を
果
た
し
て
い
る
。
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
に
四
句
入
集
す
る
「
前
左
大
臣
女
」
に
該

当
す
る
か
。
従
三
位
。
42
～
44
歳
。
c.f.
吉
野
芳
恵
「
室
町
時
代
の
禁
裏
の
上
臈
―
―
三
条
冬
子
の
生
涯
と
職
の
相
伝
性
に
つ
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い
て
―
―
」
（
『
国
学
院
雑
誌
』
85
―
2
、
昭
59
・
2
） 

Ｏ
目
々
典
侍
…
広
橋
守
子
（
一
四
六
五
―
一
五
二
九
）
。
広
橋
綱
光
女
。
Ｊ
広
橋
顕
子
の
姪
。
文
明
十
五
年
（
一
四
八
三
）
十
一
月
に
初
出

仕
で
典
侍
、
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
権
大
納
言
典
侍
。
大
永
元
年
（
一
五
二
一
）
四
月
に
従
四
位
。
出
家
し
、
法
名
昌
誉
、

道
号
繁
悦
（
尊
卑
分
脈
）。
20
～
22
歳
。
c.f.
木
村
洋
子
「
室
町
時
代
中
・
後
期
女
房
職
相
伝
を
め
ぐ
っ
て
―
―
大
納
言
典
侍 

広

橋
家
を
中
心
に
―
―
」
（
『
家
・
社
会
・
女
性
―
―
古
代
か
ら
中
世
へ
―
―
』
〈
平
9
・
吉
川
弘
文
館
〉
所
収
） 

Ｐ
新
内
侍
…
四
辻
夏
子
（
一
四
六
二
―
一
四
九
七
）。
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
十
二
月
に
新
参
し
て
新
内
侍
と
い
っ
た
。
Ｋ
四
辻
春
子

の
姪
。
Ｂ
勝
仁
親
王
の
寵
愛
を
受
け
懐
妊
す
る
も
、
明
応
六
年
（
一
四
九
七
）
に
難
産
の
た
め
母
子
と
も
に
死
去
。
没
後
、
三

位
を
贈
ら
れ
る
。
法
名
、
嘉
雲
禅
尼
（
尊
卑
分
脈
）。
23
～
25
歳
。 

 

伏
見
宮
家
女
官 

 

Ｑ
ち
や
ち
…
今
出
川
教
季
女
。
生
没
年
未
詳
。
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
八
月
、
伏
見
宮
に
出
仕
。

 

（

2
）

伏
見
宮
後
継
者
と
な
る
第
一
皇
子
・

貞
敦
親
王
の
母
。
従
三
位
。 

Ｒ
南
御
方
…
庭
田
盈
子
。
生
没
年
未
詳
。
庭
田
重
有
女
。
貞
常
親
王
女
官
。
Ｃ
邦
高
親
王
・
Ｅ
道
永
法
親
王
の
母
。
他
に
も
、
天
台
座
主
・

堯
胤
法
親
王
、
覚
円
法
親
王
、
天
台
座
主
・
覚
胤
法
親
王
、
曼
殊
院
門
跡
・
慈
運
法
親
王
、
聖
護
院
門
跡
・
道
応
法
親
王
を
生

ん
で
い
る
。
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
十
二
月
、
従
二
位
。 

  

歌
人
の
出
自
と
略
歴
を
通
覧
す
る
と
、
こ
の
女
中
続
歌
の
出
詠
歌
人
が
、
後
土
御
門
天
皇
の
身
近
な
人
物
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

判
明
す
る
。
後
土
御
門
天
皇
と
そ
の
姉
・
息
子
・
娘
・
猶
子
（
血
縁
上
は
従
兄
弟
）
と
い
う
近
親
者
た
ち
、
天
皇
の
後
宮
に
仕
え
る
女
官

た
ち
、
そ
し
て
猶
子
で
あ
る
邦
高
親
王
の
母
と
妻
で
あ
る
。 
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前
稿
で
も
述
べ
た
が
、
当
時
の
後
宮
に
は
、
后
は
置
か
れ
な
い
。
経
済
的
に
困
窮
す
る
当
時
の
宮
廷
で
は
、
一
個
の
独
立
し
た
経
営
機

関
を
必
要
と
す
る
后
を
置
く
こ
と
は
、
も
は
や
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
天
皇
の
外
祖
父
と
な
っ
て
も
さ
し
た
る
利
益
を
も
た
ら
さ
な
い

状
況
は
、
後
宮
政
策
を
重
視
さ
せ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

 

（

3
）

后
の
形
で
天
皇
の
妻
が
置
か
れ
る
こ
と
は
無
く
な
っ
た
が
、
天
皇
の
寵
愛
を

受
け
、
そ
の
皇
子
・
内
親
王
を
生
ん
だ
の
が
、
後
宮
女
官
た
ち
で
あ
っ
た
。
大
臣
家
よ
り
低
い
家
格
の
女
性
た
ち
が
女
官
と
し
て
仕
え
、

そ
の
中
で
最
も
高
い
位
が
上
臈
で
あ
る
。
上
臈
は
必
ず
し
も
天
皇
の
寵
愛
を
受
け
る
妻
妾
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
後
宮
で
最
も
高
位

の
女
官
と
し
て
位
置
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
内
侍
司
の
長
官
が
尚
侍
で
あ
る
が
、
中
世
後
期
に
は
尚
侍
は
置
か
れ
ず
、
典
侍
が
長
官
で
あ

る
。
し
か
し
上
臈
は
典
侍
よ
り
上
席
で
あ
る
の
で
、
尚
侍
に
あ
た
る
位
置
で
あ
る
。 

 

Ｈ
上
臈
・
花
山
院
兼
子
、
Ｊ
新
大
納
言
典
侍
・
庭
田
朝
子
、
Ｌ
新
大
納
言
・
勧
修
寺
房
子
は
、
後
土
御
門
天
皇
の
寵
愛
を
受
け
、
皇
子
・

皇
女
を
産
ん
だ
女
性
た
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｉ
大
納
言
典
侍
・
広
橋
顕
子
、
Ｋ
勾
当
内
侍
・
四
辻
春
子
、
Ｍ
権
典
侍
・
万
里
小
路
命
子
、

Ｏ
目
々
典
侍
・
広
橋
守
子
、
Ｐ
新
内
侍
・
四
辻
春
子
は
、
後
土
御
門
天
皇
の
寵
愛
を
受
け
た
明
徴
は
認
め
ら
れ
な
い
（
但
し
、
Ｐ
四
辻
夏

子
は
、
い
つ
か
ら
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
勝
仁
親
王
の
寵
愛
を
受
け
て
い
る
）。
彼
女
た
ち
は
、
後
宮
の
実
務
に
あ
た
っ
た
女
性
た
ち
で
あ
っ

た
。
大
納
言
典
侍
は
、
後
宮
の
奥
向
き
総
取
締
役
に
あ
た
り
、
天
皇
の
私
的
生
活
を
統
括
し
、
勾
当
内
侍
は
位
は
低
い
と
は
い
え
、
後
宮

の
渉
外
に
あ
た
り
、
天
皇
の
公
的
生
活
を
統
括
す
る
役
目
で
あ
っ
た
。

 

（

4
）

 

 

出
詠
し
て
い
な
い
女
性
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く
。
当
時
の
後
宮
に
仕
え
て
い
た
も
の
の
女
中
続
歌
に
出
詠
し
て
い
な
い
女
性
た
ち
に

は
、
中
内
侍
・
東
坊
城
松
子
、
あ
ち
ゃ
ち
ゃ
局
・
勧
修
寺
藤
子
、
伊
予
殿
・
和
気
就
子
、
播
磨
殿
・
賀
茂
尚
子
な
ど
が
い
る
。
女
官
は
、

位
の
高
下
で
上
臈
・
小
上
臈
・
中
臈
・
下
臈
の
区
別
が
あ
っ
た
。
大
臣
・
大
中
納
言
の
息
女
で
二
位
・
三
位
の
典
侍
を
上
臈
、
公
卿
お
よ

び
四
位
・
五
位
の
殿
上
人
の
息
女
を
小
上
臈
と
い
う
。
諸
大
夫
・
和
気
氏
・
丹
波
氏
・
勘
解
由
小
路
家
・
土
御
門
家
な
ど
の
息
女
を
中
臈
、

諸
侍
や
賀
茂
・
日
吉
社
な
ど
の
社
司
の
息
女
を
下
臈
と
し
た
。
伊
予
殿
や
播
磨
殿
は
、
出
自
が
高
く
な
く
、
中
臈
・
下
臈
に
あ
た
る
。
女
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中
続
歌
の
出
詠
歌
人
は
、
上
臈
・
小
上
臈
に
あ
た
る
身
分
の
高
い
女
官
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
中
内
侍
・
東
坊
城
松
子
は
小
上
臈

に
あ
た
る
が
、
他
の
和
歌
事
蹟
も
管
見
に
入
ら
な
い
人
物
で
あ
る
。 

 
し
か
し
勧
修
寺
藤
子
は
勝
仁
親
王
の
寵
愛
を
受
け
、
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
に
は
後
の
後
奈
良
天
皇
と
な
る
第
一
皇
子
・
知
仁
親
王

を
生
む
こ
と
と
な
る
女
性
で
あ
る
。
Ｌ
新
典
侍
・
勧
修
寺
房
子
の
妹
で
も
あ
り
、
少
女
時
代
か
ら
勝
仁
親
王
に
仕
え
て
い
た
。
和
歌
事
蹟

も
伝
わ
り
、
文
明
十
一
年
九
月
十
七
日
宮
御
方
月
次
御
会
と
年
次
不
詳
冬
日
同
詠
三
首
和
歌
に
出
詠
し
て
お
り
、
彼
女
の
和
歌
が
残
っ
て

い
る
。

 

（

5
）

ま
た
、
『
お
湯
殿
の
上
日
記
』
文
明
十
一
年
八
月
二
十
八
日
条
に
よ
る
と
、
勝
仁
親
王
御
方
で
酒
会
が
あ
り
、「
又
御
た
う
ざ
一
つ

ぎ
あ
り
。
と
り
か
さ
ね
ら
れ
て
の
ち
、
御
あ
ち
ゃ
〳
〵
ま
い
ら
せ
ら
る
ゝ
」
と
あ
る
の
で
、
当
座
和
歌
に
彼
女
も
出
詠
し
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
（
な
お
文
明
十
一
年
当
時
は
十
六
才
）。
勧
修
寺
藤
子
の
出
詠
す
る
和
歌
行
事
は
、
全
て
勝
仁
親
王
主
催
で
は
あ
る
が
、
和
歌
の
才
を

認
め
ら
れ
て
い
た
と
判
断
で
き
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
女
が
出
詠
し
て
い
な
い
こ
と
を
顧
み
る
と
、
Ｐ
新
内
侍
・
四
辻
夏
子
の
参
加

は
、
勝
仁
親
王
の
寵
愛
を
受
け
て
い
た
か
ら
で
は
な
く
、
当
代
の
勾
当
内
侍
・
四
辻
春
子
の
姪
で
あ
り
、
次
代
に
勾
当
内
侍
を
後
継
す
る

人
物
と
目
さ
れ
る
立
場
で
あ
っ
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。
当
時
、
女
官
職
は
家
職
と
し
て
、
父
方
の
叔
母
か
ら
姪
へ
と
相
伝
さ
れ
る
も
の

で
あ
っ
た
。

 

（

6
）

Ｏ
目
々
典
侍
・
広
橋
守
子
も
同
様
に
、
次
代
の
大
納
言
典
侍
を
継
ぐ
人
物
で
あ
る
。
広
橋
守
子
と
四
辻
夏
子
の
出
詠
は
、
次

代
の
後
宮
の
実
務
を
担
う
彼
女
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
、
詠
歌
の
機
会
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

女
中
続
歌
と
は
後
宮
の
限
ら
れ
た
女
官
の
み
が
参
加
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。
そ
の
一
方
で
、
伏
見
宮
家
に
仕
え
る
女

官
が
出
詠
し
て
い
る
。
但
し
二
人
は
単
な
る
女
官
で
は
な
い
。
Ｒ
南
御
方
・
庭
田
盈
子
は
邦
高
親
王
の
母
、
Ｑ
ち
ゃ
ち
・
今
出
川
教
季
女

は
後
継
者
で
あ
る
貞
敦
親
王
の
母
で
あ
る
。
特
に
南
御
方
は
『
お
湯
殿
の
上
日
記
』
に
も
た
び
た
び
名
が
見
え
、
天
皇
と
季
節
の
食
物
な

ど
の
贈
答
を
交
わ
し
て
い
る
他
、
宮
中
に
能
見
物
の
た
め
衣
被
ぎ
で
参
内
し
て
い
る
記
事
も
見
え
（
『
お
湯
殿
の
上
日
記
』
文
明
15
・
1
・

28
）
、
後
土
御
門
天
皇
と
の
親
交
が
窺
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
女
中
続
歌
に
は
、
邦
高
親
王
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
女
性
二
人
が
加
え
ら
れ
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て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

 
出
詠
歌
人
た
ち
の
関
係
を
系
図
に
示
し
た
の
が
、
表
②
で
あ
る
。 

 

表
② 
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前
稿
で
は
、
作
品
本
文
が
現
存
す
る
資
料
を
集
成
し
、
三
度
以
上
の
出
詠
が
知
ら
れ
る
女
性
を
こ
の
時
代
の
代
表
的
女
性
歌
人
と
し
て

取
り
上
げ
た
。
Ｆ
か
ら
Ｑ
ま
で
の
女
性
歌
人
の
中
、
前
稿
に
代
表
的
女
性
歌
人
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
が
、
Ｆ
安
禅
寺
宮
（
芳
苑
恵
春
）
・

Ｎ
旧
院
上
臈
（
三
条
冬
子
）・
Ｈ
上
臈
（
花
山
院
兼
子
）・
Ｊ
新
大
納
言
典
侍
（
庭
田
朝
子
）
・
Ｉ
大
納
言
典
侍
（
広
橋
顕
子
）
・
Ｍ
権
典
侍

ま
た
は
権
大
納
言
典
侍
（
万
里
小
路
命
子
）・
Ｋ
勾
当
内
侍
（
四
辻
春
子
）
の
七
名
で
あ
る
。
特
に
Ｎ
旧
院
上
臈
（
三
条
冬
子
）
と
Ｋ
勾
当

内
侍
（
四
辻
春
子
）
は
、
日
野
富
子
と
と
も
に
、
後
土
御
門
天
皇
時
代
の
女
性
歌
人
の
中
で
は
、
他
の
歌
人
と
別
格
の
立
場
に
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
た
。 

 

こ
の
時
代
の
女
性
歌
人
の
特
徴
と
し
て
、
前
稿
で
指
摘
し
た
点
に
、
文
明
年
間
初
期
か
ら
活
躍
し
て
い
た
女
性
歌
人
が
、
そ
の
後
も
活

躍
を
続
け
、
若
手
が
参
入
す
る
機
会
が
乏
し
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
後
土
御
門
天
皇
時
代
の
女
性
歌
人
た
ち
は
、
天
皇
よ
り
も
年
長
、
も

し
く
は
同
世
代
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
歌
会
等
の
催
し
に
継
続
的
に
出
詠
す
る
女
性
歌
人
た
ち
の
中
で
は
、
Ｍ
権
典
侍
（
万
里
小
路
命
子
）

が
最
も
若
く
、
後
土
御
門
天
皇
よ
り
十
歳
年
少
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
は
、
若
い
歌
人
の
活
躍
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。 

 

し
か
し
、
女
中
続
歌
に
は
、
前
稿
で
取
り
上
げ
た
代
表
的
女
性
歌
人
に
含
ま
れ
な
か
っ
た
歌
人
た
ち
も
含
ま
れ
て
い
る
。
特
に
、
若
手

の
女
性
歌
人
が
参
加
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
Ｏ
目
々
典
侍
（
広
橋
守
子
）
と
Ｐ
新
内
侍
（
四
辻
夏
子
）
は
当
時
二
十
代
前
半
で
あ

る
。
Ｇ
岡
殿
（
大
慈
光
院
）
は
生
没
年
不
詳
で
あ
る
が
、
可
能
な
範
囲
で
推
定
を
加
え
て
お
く
。
大
慈
光
院
は
、
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）

四
月
に
得
度
し
て
い
る
。
Ｆ
安
禅
寺
宮
が
得
度
し
た
の
が
八
歳
の
時
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
に
倣
っ
て
考
え
る
な
ら
、
文
明
二
年
（
一
四

七
〇
）
頃
の
生
ま
れ
で
あ
ろ
う
か
。
だ
と
す
る
と
、
女
中
続
歌
の
頃
に
は
十
五
～
十
七
歳
と
な
る
。
但
し
大
慈
光
院
は
、
戦
乱
を
避
け
る

た
め
と
推
測
さ
れ
る
が
、
幼
少
期
か
ら
丹
波
国
に
下
向
し
て
お
り
、
時
折
上
洛
す
る
と
い
う
生
活
を
送
っ
て
い
た
ら
し
い
。
出
家
の
時
期

に
も
幅
を
持
た
せ
て
、
お
お
よ
そ
十
代
後
半
か
ら
二
十
歳
前
後
と
推
定
し
て
お
く
（
第
一
親
王
・
勝
仁
親
王
と
第
二
親
王
・
尊
伝
法
親
王

の
間
に
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
）。 
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も
う
一
人
、
生
没
年
未
詳
の
Ｌ
新
典
侍
・
勧
修
寺
房
子
に
つ
い
て
も
年
齢
を
推
定
し
て
お
く
。
勧
修
寺
房
子
は
、
勧
修
寺
教
秀
（
一
四

二
六
―
一
四
九
六
）
の
娘
で
あ
る
。
教
秀
の
子
は
、
上
か
ら
房
子
、
政
顕
、
藤
子
、
三
条
実
隆
室
で
あ
る
。

 

（

7
）

政
顕
が
享
徳
三
年
（
一
四
五

四
）
生
ま
れ
で
あ
る
の
で
、
仮
に
二
歳
年
長
の
一
四
五
二
年
生
ま
れ
と
し
て
、
文
明
十
六
～
十
八
年
当
時
は
三
三
～
三
五
歳
で
あ
る
。 

 

な
お
、
Ｇ
岡
殿
・
大
慈
光
院
、
Ｐ
新
内
侍
・
四
辻
夏
子
、
Ｒ
南
御
方
・
庭
田
盈
子
、
Ｑ
ち
ゃ
ち
・
今
出
川
教
季
女
に
つ
い
て
は
、
他
に

詠
歌
が
伝
わ
ら
ず
、
管
見
で
は
こ
の
女
中
続
歌
所
収
歌
の
み
が
伝
わ
る
詠
歌
で
あ
る
。 

 

三
、
成
立
に
つ
い
て 

  

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
諸
記
録
類
に
女
中
続
歌
に
関
す
る
記
述
は
管
見
に
入
ら
ず
、
成
立
事
情
な
ど
は
一
切
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、

残
さ
れ
た
わ
ず
か
な
手
が
か
り
か
ら
、
少
し
な
り
と
も
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い
。 

 

本
書
に
は
八
度
の
三
十
首
続
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
先
に
示
し
た
よ
う
に
、
催
行
年
次
は
①
文
明
十
六
年
三
月
二
十
八
日
・
②
文
明

十
六
年
四
月
三
十
日
・
③
文
明
十
七
年
四
月
九
日
・
④
文
明
十
七
年
五
月
二
十
一
日
・
⑤
文
明
十
七
年
六
月
十
九
日
・
⑥
文
明
十
七
年
七

月
二
十
一
日
・
⑦
文
明
十
七
年
八
月
二
十
九
日
・
⑧
文
明
十
八
年
三
月
二
十
九
日
で
あ
る
。
三
年
間
で
八
度
、
毎
月
で
は
な
く
、
頻
度
も

ま
ば
ら
で
あ
る
。
こ
の
女
中
続
歌
の
催
し
が
こ
の
八
度
限
り
で
あ
っ
た
の
か
、
収
め
ら
れ
た
の
が
た
ま
た
ま
こ
の
八
度
に
限
ら
れ
た
の
か

ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
。 

 

表
に
示
し
た
よ
う
に
、
女
中
続
歌
に
は
、「
御ご

頭と
う

」
す
な
わ
ち
頭
人
（
当
番
役
）
が
置
か
れ
て
い
た
。
①
⑤
⑧
は
上
臈
・
花
山
院
兼
子
、

②
は
不
遠
宮
・
尊
伝
法
親
王
、
④
は
旧
院
上
臈
・
三
条
冬
子
、
⑥
は
勾
当
内
侍
・
四
辻
春
子
、
⑦
は
安
禅
寺
宮
・
芳
苑
恵
春
が
つ
と
め
て

い
る
（
③
は
記
載
な
し
）
。
出
詠
の
み
な
ら
ず
頭
役
ま
で
主
に
女
性
が
つ
と
め
て
い
た
こ
と
も
、
女
中
続
歌
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
点
に
注
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目
す
る
と
、
『
邦
高
親
王
詠
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
五
〇
一
・
八
二
五
、
新
編
私
家
集
大
成
邦
高
親
王
解
題
）
に
見
え
る
、「
翫
花 

文

明
十
六
五
廿
八 

岡
殿
御
頭
」
（
90
・
91
詞
書
）
「
顕
恋 

同
」
（
92
～
94
詞
書
）
と
い
う
、
岡
殿
・
大
慈
光
院
が
頭
役
を
つ
と
め
た
と

い
う
記
述
は
、
同
種
の
女
中
続
歌
が
文
明
十
六
年
五
月
二
十
八
日
に
も
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
女
中
続
歌
は
、
決
ま
っ

た
日
付
で
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
③
が
四
月
九
日
、
⑤
が
六
月
十
九
日
で
あ
る
ほ
か
は
、
二
十
日
か
ら
晦
日
ま
で
下
旬
に
行

わ
れ
て
い
る
。『
邦
高
親
王
詠
』
の
詞
書
に
見
え
る
文
明
十
六
年
五
月
二
十
八
日
の
日
付
は
、
②
と
③
の
間
に
位
置
す
る
。
な
お
、
②
か
ら

③
の
間
は
ほ
ぼ
一
年
が
開
い
て
い
る
。
「
岡
殿
御
頭
」
の
和
歌
の
催
し
が
月
末
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
同
種
の
女
中
続
歌

で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

 

（

8
）

 

 

主
催
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
出
詠
者
が
基
本
的
に
天
皇
の
身
近
な
人
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
土
御
門
天
皇
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
女
中
続
歌
は
、
当
座
の
披
講
を
伴
う
も
の
で
は
な
く
、
兼
日
で
題
が
配
ら
れ
た
続
歌
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

 

（

9
）

そ
の
理
由
と
し
て
、

①
の
作
者
名
の
右
肩
に
あ
る
傍
記
が
挙
げ
ら
れ
る
。
4
「
安
禅
寺
宮
」・
6
「
岡
殿
」・
10
「
大
す
け
殿
」・
11
「
新
大
す
け
殿
」・
15
「
新

大
納
言
」
・
25
「
大
す
」
の
右
肩
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
後
」
の
傍
記
、
20
「
め
ゝ
す
け
殿
」
の
右
肩
に
は
「
人
進
」
の
傍
記
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
安
禅
寺
宮
・
芳
苑
恵
春
、
岡
殿
・
大
慈
光
院
、
大
納
言
典
侍
・
広
橋
顕
子
、
新
大
納
言
典
侍
・
庭
田
朝
子
、
新
大
納
言
・
勧
修
寺
房

子
は
詠
進
が
遅
れ
た
こ
と
、
目
々
典
侍
・
広
橋
守
子
は
代
理
の
者
が
詠
進
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
特
に
、
詠
進
が
遅
れ

た
者
が
五
人
も
い
た
と
す
れ
ば
、
披
講
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
短
冊
を
重
ね
た
後
に
詠
進
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ

う
。
禁
裏
の
公
宴
和
歌
が
、
正
月
の
御
会
始
以
外
は
、
基
本
的
に
参
会
を
伴
わ
ず
和
歌
懐
紙
も
し
く
は
短
冊
を
詠
進
す
る
の
み
の
も
の
で

あ
る
こ

 

（

10
）

と
を
顧
み
れ
ば
、
女
中
続
歌
も
そ
れ
を
模
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

ま
た
、
女
中
続
歌
の
同
日
に
重
要
な
宮
中
行
事
が
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
史
料
に
よ
っ
て
、
女
中
続
歌
の
同
日
に
禁
裏

で
何
が
行
わ
れ
て
い
た
か
を
挙
げ
る
。 
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①
文
明
十
六
年
三
月
二
十
八
日
に
は
、
宮
中
で
御
楽
が
あ
っ
た
。
こ
の
御
楽
は
、「
伝
聞
、
今
日
於
二

禁
裏
一

有
二

御
楽
一

云
々
、
泔
洲
楽

云
々
、
是
秘
曲
云
々
、
後
小
松
院
御
代
以
後
今
日
始
云
々
」
（
『
後
法
興
院
記
』
同
日
条
）
、「
今
日
於
二

禁
裏
一

有
二

御
楽
一
［
当
年
始
云
々
］
、

有
レ

曲
［
甘
州
、
只
拍
子
］
、
去
応
永
廿
八
年
之
後
無
レ

之
、
今
度
若
年
之
輩
俄
相
伝
云
々
」
（
『
親
長
卿
記
』
同
日
条
）
と
あ
る
よ
う
に
、

後
小
松
天
皇
時
代
の
応
永
二
十
八
年
（
一
四
二
一
）
以
来
絶
え
て
い
た
秘
曲
「
泔
洲
楽
」
を
再
興
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
『
お
湯
殿
の
上
日

記
』
に
よ
る
と
、
御
楽
が
始
ま
っ
た
の
は
九
の
刻
。
天
皇
の
ほ
か
、
勝
仁
親
王
・
邦
高
親
王
・
尊
伝
法
親
王
・
御
喝
食
御
所
（
誰
を
指
す

か
は
不
明
）
も
臨
席
し
て
い
る
。
夜
に
な
っ
て
、
邦
高
親
王
は
還
御
し
た
。 

 

②
文
明
十
六
年
四
月
三
十
日
は
、
特
別
な
事
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
な
い
。
『
お
湯
殿
の
上
日
記
』
に
も
「
こ
と
な
る
事
な

し
」
と
あ
る
。 

 

③
文
明
十
七
年
四
月
九
日
に
は
、
『
お
湯
殿
の
上
日
記
』
に
よ
る
と
「
む
か
ひ
の
御
所
よ
り
御
ふ
た
御
所
」
（
誰
を
指
す
か
は
不
明
）
が

参
内
し
、
酒
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
無
聊
を
慰
め
る
た
め
に
和
漢
聯
句
が
巻
か
れ
て
い
る
。
連
衆
は
、
天
皇
・
勝
仁
親
王
・
勧

修
寺
経
茂
・
源
富
仲
・
東
坊
城
和
長
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
456
―
45
『
漢
和
聯
句
』
に
懐
紙
が
現
存
す
る
）。 

 

④
文
明
十
七
年
五
月
二
十
一
日
に
は
、
北
野
社
法
楽
連
歌
が
巻
か
れ
て
い
る
。
『
実
隆
公
記
』
の
同
日
条
に
よ
る
と
、
連
衆
は
天
皇
・
勝

仁
親
王
・
葉
室
教
忠
・
海
住
山
高
清
・
三
条
西
実
隆
・
西
洞
院
時
顕
（
執
筆
）。
『
実
隆
公
記
』
に
は
「
自
二

早
朝
一

被
レ

始
レ

之
、
晩
頭
事
終

退
出
」
と
あ
り
、
早
朝
か
ら
夕
暮
時
ま
で
の
長
時
間
を
掛
け
て
催
さ
れ
て
い
る
。 

 

⑤
文
明
十
七
年
六
月
十
九
日
に
は
、
特
に
行
事
は
無
い
。
『
お
湯
殿
の
上
日
記
』
に
よ
る
と
、
義
尚
よ
り
瓜
が
届
い
て
い
る
ほ
か
、
天
皇

の
も
と
に
は
、
笙
の
師
で
あ
る
豊
原
繁
秋
が
参
内
し
て
い
る
。 

 

⑥
文
明
十
七
年
七
月
二
十
一
日
に
は
、
切
籠
の
勝
負
が
行
わ
れ
、
上
臈
・
花
山
院
兼
子
、
権
典
侍
・
万
里
小
路
命
子
、
新
典
侍
・
勧
修

寺
房
子
が
酒
を
用
意
し
、
酒
会
を
開
い
て
い
る
（
『
お
湯
殿
の
上
日
記
』
）。 
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⑦
文
明
十
七
年
八
月
二
十
九
日
に
は
、
文
字
書
き
の
勝
負
が
行
わ
れ
て
い
る
（
『
お
湯
殿
の
上
日
記
』
）。 

 
⑧
文
明
十
八
年
三
月
二
十
九
日
に
は
、
三
月
尽
連
歌
が
巻
か
れ
て
い
る
。『
実
隆
公
記
』
に
よ
る
と
、
連
歌
会
の
た
め
参
内
の
仰
せ
が
あ
っ

た
が
、
実
隆
は
病
の
た
め
不
参
加
。
こ
の
折
の
天
皇
と
勝
仁
親
王
の
句
が
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
に
入
集
す
る
。『
お
湯
殿
の
上
日
記
』
に
よ

る
と
、
邦
高
親
王
も
加
わ
っ
て
お
り
、
終
功
後
、
十
種
茶
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
特
に
①
④
⑧
の
よ
う
に
、
禁
裏
で
大
き
な
催
し
が
行
わ
れ
る
そ
の
日
に
、
女
中
続
歌
が
披
講
・
参
会
を
伴
っ
て
開
催
さ

れ
た
と
は
考
え
づ
ら
い
。
中
で
も
④
の
北
野
社
法
楽
連
歌
は
、
早
朝
か
ら
夕
暮
れ
ま
で
及
ん
で
お
り
、
天
皇
も
勝
仁
親
王
も
一
日
中
そ
れ

に
掛
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
座
で
和
歌
を
詠
む
時
間
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
ま
た
披
講
を
行
う
の
も
難
し
い
。 

 

こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
女
中
続
歌
が
当
座
で
は
な
く
兼
題
の
続
歌
で
あ
り
、
短
冊
を
重
ね
た
日
が
成
立
日
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
と
推

測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

四
、
背
景 

  

女
中
続
歌
と
は
、
何
を
目
的
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
女
中
続
歌
と
い
う
催
し
の
成
立
背
景
を
探
っ
て
み
た

い
。 

 

女
中
続
歌
が
催
さ
れ
た
の
は
、
文
明
十
六
年
か
ら
十
八
年
。
禁
裏
の
最
も
公
儀
の
和
歌
行
事
で
あ
る
月
次
和
歌
は
、
応
仁
・
文
明
の
乱

の
最
中
で
あ
っ
た
文
明
五
年
か
ら
内
々
で
行
わ
れ
、
文
明
十
三
年
正
月
に
正
式
に
再
興
さ
れ
た
。
女
性
歌
人
を
中
心
と
す
る
女
中
続
歌
は
、

再
興
し
た
月
次
和
歌
を
模
し
、
そ
の
縮
小
版
の
三
十
首
続
歌
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
、
ひ
と
ま
ず
は
考
え
ら
れ
る
。 

 

注
目
さ
れ
る
の
は
、
女
中
続
歌
が
行
わ
れ
た
文
明
十
六
年
か
ら
十
八
年
が
、
足
利
義
尚
に
よ
っ
て
、
室
町
殿
打
聞
と
呼
ば
れ
、
『
撰
藻
鈔
』
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と
名
付
け
ら
れ
た
私
撰
集
の
撰
集
が
進
め
ら
れ
て
い
た
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
義
尚
が
打
聞
の
編
纂
を
始
め
た
の
は
、

文
明
十
五
年
（
一
四
八
三
）
二
月
一
日
の
こ
と
。
こ
の
日
に
打
聞
所
が
置
か
れ
、
以
下
、
武
家
の
み
な
ら
ず
公
家
も
撰
衆
に
加
え
ら
れ
、

精
力
的
に
撰
進
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。
既
存
の
家
集
・
詠
草
の
収
集
だ
け
で
は
な
く
、
打
聞
所
で
は
詠
歌
や
着
到
和
歌
も
行
わ
れ
て
い
る
。

文
明
十
五
年
十
一
月
二
十
三
日
に
向
寒
な
ど
の
理
由
で
一
時
中
止
、十
六
年
八
月
二
十
三
日
再
興
。
十
一
月
十
七
日
に
歳
末
の
た
め
中
止
、

翌
十
七
年
二
月
十
八
日
に
再
興
。
文
明
十
八
年
頃
の
状
況
は
不
明
で
あ
る
が
、
長
享
元
年
（
文
明
十
九
年
）
一
月
四
日
、
撰
衆
の
一
人
で

あ
っ
た
中
院
通
秀
は
河
内
宏
行
（
頼
行
）
か
ら
打
聞
再
興
の
話
を
聞
い
て
い
る
。
し
か
し
長
享
元
年
九
月
、
義
尚
の
近
江
出
陣
で
中
止
さ

れ
、
延
徳
元
年
（
一
四
八
九
）
三
月
に
義
尚
が
戦
地
で
没
し
た
こ
と
で
打
聞
撰
集
は
途
絶
す
る
こ
と
と
な
る
。

 

（

11
）

 

 

室
町
殿
打
聞
は
、
義
尚
が
将
軍
と
し
て
企
画
し
た
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。
『
撰
藻
鈔
』
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
単
な
る
私
撰
集
と
い

う
よ
り
、
完
成
後
に
勅
撰
の
綸
旨
を
賜
り
、
勅
撰
集
と
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

 

（

12
）

勅
撰

集
の
執
奏
を
行
う
立
場
の
室
町
将
軍
が
率
先
し
て
行
う
撰
集
が
、
周
囲
に
勅
撰
集
を
意
識
さ
せ
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
朝
儀
の
再

興
を
志
し
た
後
土
御
門
天
皇
に
と
っ
て
も
、
応
仁
の
乱
の
た
め
沙
汰
止
み
と
な
っ
た
二
十
二
代
勅
撰
集
の
後
の
、
新
た
な
勅
撰
集
へ
の
希

望
は
あ
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
、
将
軍
の
動
向
に
無
関
心
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
し
か
も
、
撰
衆
の
三
条
西
実
隆
や
中
院
通
秀
は

天
皇
の
近
臣
で
あ
り
、
ま
た
勧
修
寺
政
顕
は
寵
愛
す
る
新
典
侍
・
房
子
の
弟
で
あ
る
。
打
聞
の
進
捗
は
、
天
皇
に
も
伝
わ
っ
て
い
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。 

 

勅
撰
和
歌
集
に
は
、
女
性
歌
人
の
詠
が
加
え
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
室
町
殿
打
聞
の
撰
集
の
た
め
に
集
め
ら
れ
た
家
集
・
詠
草
の

中
に
は
、
五
名
の
当
代
女
性
歌
人
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
「
前
参
議
通
俊
女
草 

」
（
『
実
隆
公
記
』
別
記
・
室
町
第
和
歌
打
聞
記
・

文
明
15
・
9
・
26
）「
儀
同
三
司
通
淳
女 

三
時
知
恩
院

比
丘
尼
智
周

」
（
同
）「
小
槻
嗣
保
女 
」（
『
十
輪
院
内
府
記
』
打
聞
記
・
文
明
15
・
9
・
30
）

「
鏡
衣
尼
哥
」
（
同
・
文
明
16
・
9
・
15
）
「
東
下
総
守
妻
藤
原
基
覧
女
哥
」
（
同
・
文
明
18
・
12
・
12
）
で
あ
る
。
中
院
通
秀
の
母
、

相
音
妻
云
々

通
秀
卿

母
也
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通
淳
の
娘
は
公
家
の
母
・
娘
で
あ
る
が
、
他
は
地
方
武
士
の
妻
女
で
あ
る
。
「
鏡
衣
尼
」
は
、
堯
孝
の
娘
の
鏡
秀
尼
で
あ
ろ
う
か
と
の
指
摘

が
あ
る
。

 

（

13
）

し
か
し
こ
の
五
名
は
、
禁
裏
も
し
く
は
室
町
幕
府
と
い
う
〈
中
央
〉
か
ら
は
外
れ
る
存
在
で
あ
る
。
室
町
殿
打
聞
が
、
当
代
の

華
と
も
い
う
べ
き
後
宮
女
官
・
幕
府
女
官
の
詠
を
視
野
に
入
れ
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
資
料
の
裏
付
け
は
な
い
が
、
後
宮
女
官
・

幕
府
女
官
の
詠
歌
も
集
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
、
き
わ
め
て
高
い
。
室
町
殿
打
聞
と
同
時
期
に
行
わ
れ
た
女
中
続
歌
は
、
ま
と
ま
っ
た

数
の
女
性
歌
人
の
詠
歌
を
用
意
す
る
た
め
の
、
も
し
く
は
、
本
格
的
詠
作
（
百
首
歌
や
歌
会
・
歌
合
）
の
た
め
の
練
習
の
場
と
い
う
意
味

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

 

結
果
と
し
て
、
室
町
殿
打
聞
は
途
絶
し
た
が
、
勅
撰
集
の
計
画
は
そ
の
後
、
宗
祇
ら
連
歌
師
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
大
内
政
弘
の
後
援

で
、
准
勅
撰
連
歌
集
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
と
い
う
形
で
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
に
結
実
す
る
こ
と
と
な
る
。

 

（

14
）

し
か
し
、
勅
撰
和
歌
、
、
集
編

纂
の
希
望
も
、
歌
人
た
ち
に
は
か
す
か
に
残
っ
て
い
た
。
武
井
和
人
氏
は

 

（

15
）

、「
廿
一
代
集
」
と
い
う
語
の
用
例
を
調
査
し
、
『
親
長
卿
記
』

明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
一
月
二
十
九
日
条
、
『
宣
胤
卿
記
』
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
五
月
八
日
条
、
同
永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
四
月

二
十
二
日
条
が
最
初
期
の
も
の
で
あ
り
、
一
方
、
三
条
西
実
隆
は
享
禄
元
年
（
一
五
二
八
）
十
月
十
三
日
の
『
実
隆
公
記
』
に
至
っ
て
初

め
て
「
廿
一
代
集
」
の
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
武
井
氏
は
「
廿
一
代
集
」
と
い
う
呼
称
に
、
勅
撰
和
歌
集
の
歴
史
が

二
十
一
代
で
終
焉
し
た
と
い
う
意
識
を
読
み
取
り
、「
代
々
集
」
と
い
う
表
現
を
使
い
続
け
、
晩
年
に
至
っ
て
初
め
て
「
廿
一
代
集
」
の
語

を
用
い
た
と
こ
ろ
に
、
実
隆
の
絶
望
感
・
諦
念
を
指
摘
す
る
。
こ
の
指
摘
を
踏
ま
え
る
と
、
比
較
的
早
く
に
諦
念
が
現
れ
る
甘
露
寺
親
長

は
別
と
し
て
、
後
土
御
門
天
皇
御
世
に
は
、
勅
撰
和
歌
集
へ
の
希
望
が
、
歌
人
た
ち
―
―
ひ
い
て
は
天
皇
に
も
、
ま
だ
残
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

女
中
続
歌
も
、
ま
だ
女
性
歌
人
が
和
歌
に
必
要
と
さ
れ
る
、「
勅
撰
和
歌
集
」
を
念
頭
に
置
い
た
時
代
の
所
産
で
あ
っ
た
。
義
尚
の
室
町

殿
打
聞
に
必
ず
し
も
直
結
さ
せ
は
し
な
い
が
、
将
来
に
編
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
勅
撰
和
歌
集
編
纂
を
視
野
に
入
れ
、
女
性
歌
人
の
充
実
と
研
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鑽
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
、
と
考
え
て
お
く
。 

 

結
び
に 

  

最
後
に
、
女
中
続
歌
に
関
す
る
周
辺
資
料
の
乏
し
さ
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く
。
繰
り
返
す
が
、
女
中
続
歌
の
催
行
に
関
す
る
記
事
は
、

全
く
管
見
に
入
ら
な
い
。
女
中
続
歌
出
詠
者
の
中
核
は
、
後
宮
女
官
で
あ
る
。
他
な
ら
ぬ
彼
女
た
ち
が
付
け
た
記
録
で
あ
る
『
お
湯
殿
の

上
日
記
』
の
該
当
日
条
に
も
、
女
中
続
歌
に
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
第
三
節
に
詳
述
し
た
。
『
お
湯
殿
の
上
日
記
』
は
女
官

た
ち
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
彼
女
た
ち
自
身
の
日
記
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、
お
湯
殿
で
彼
女
た
ち
が
仕
え
る
天
皇
な

い
し
宮
中
の
公
的
記
録
な
の
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
彼
女
た
ち
が
参
加
し
た
催
し
で
あ
っ
て
も
、
記
述
が
無
い
の
は
不
自
然
で
は
な
い
と

い
う
見
方
は
、
ひ
と
ま
ず
可
能
で
あ
る
。 

 

し
か
し
女
中
続
歌
に
は
、
女
官
だ
け
で
は
な
く
、
天
皇
以
下
、
親
王
・
法
親
王
と
い
う
男
性
の
貴
顕
も
出
詠
し
て
い
る
。
女
官
が
「
天

皇
の
」
生
活
・
活
動
を
記
録
す
る
と
い
う
主
旨
か
ら
言
え
ば
、
女
中
続
歌
も
、
天
皇
の
和
歌
活
動
の
一
環
と
し
て
記
録
さ
れ
て
も
よ
い
と

思
わ
れ
る
。 

 

女
中
続
歌
に
関
す
る
記
録
が
無
い
点
に
つ
い
て
思
い
合
わ
さ
れ
る
の
が
、
旧
院
上
臈
・
三
条
冬
子
と
勾
当
内
侍
・
四
辻
春
子
の
『
新
撰

菟
玖
波
集
』
入
集
句
で
あ
る
。
三
条
冬
子
は
四
句
、
四
辻
春
子
は
三
句
が
入
集
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
句
に
も
詞
書
は
無
く
、
詠
作
事

情
は
一
切
分
か
ら
な
い
。
他
出
文
献
も
見
出
せ
ず
、
出
典
に
該
当
す
る
百
韻
等
も
伝
存
を
聞
か
な
い
。
連
歌
に
女
性
作
者
が
乏
し
い
こ
と

に
つ
い
て
、
座
の
文
芸
に
女
性
が
男
性
と
共
に
一
座
す
る
こ
と
に
忌
避
意
識
が
あ
っ
た
と
い
う
理
由
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が

 

（

16
）

、
『
新
撰
菟
玖

波
集
』
に
入
集
し
て
い
る
以
上
は
、
撰
句
資
料
と
な
る
作
品
が
あ
っ
た
こ
と
、
女
性
も
連
歌
に
加
わ
る
、
も
し
く
は
女
性
た
ち
に
よ
る
連
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歌
作
品
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
定
さ
れ
る
。
一
条
兼
良
の
息
子
・
尋
尊
に
よ
る
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』（
文
明
12
・
2
・
14
、
同
3
・
22
）

に
は
、
足
利
義
政
が
女
中
で
毎
日
連
歌
に
興
じ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
女
性
の
連
歌
を
「
女
房
連
歌
」
と
呼
び
、
非
難
し
て
い
る
記
述
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
女
性
に
よ
る
連
歌
が
特
殊
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
も
し
く
は
一
般
に
敷
衍
で
き
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
判
断
し
が
た
い

が
、
女
性
た
ち
も
連
歌
に
興
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
事
実
は
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
作
品
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
『
お
湯

殿
の
上
日
記
』
に
も
女
性
が
連
歌
に
一
座
し
た
記
事
は
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

こ
う
し
た
状
況
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
女
性
た
ち
に
よ
る
、
も
し
く
は
女
性
が
主
役
と
な
る
催
し
は
、

記
録
に
残
す
べ
き
で
は
な
い
、私
的
か
つ
秘
や
か
に
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
い
う
意
識
が
、
基
本
的
に
あ
っ
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

女
中
続
歌
は
、
禁
裏
の
最
も
公
儀
の
和
歌
行
事
で
あ
る
月
次
和
歌
を
模
し
た
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
あ
く
ま
で
男
性
社
会
に
お
け
る
行

事
を
真
似
た
、
決
し
て
公
的
行
事
に
は
数
え
ら
れ
な
い
「
模
」
「
擬
」
の
位
置
に
留
ま
る
も
の
で
あ
る
。
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
入
集
句
の
出

典
と
な
る
連
歌
作
品
も
、
女
中
続
歌
も
、
史
料
に
面
影
す
ら
留
め
て
い
な
い
の
は
、
女
性
が
主
役
と
な
る
催
し
は
記
録
に
残
さ
な
い
の
が

基
本
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。 

 

女
性
が
禁
裏
の
和
歌
行
事
か
ら
姿
を
消
す
の
が
、
後
柏
原
天
皇
の
代
で
あ
る
こ
と
は
、
前
稿
で
も
指
摘
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
勅

撰
和
歌
集
へ
の
希
望
が
つ
い
え
た
た
め
、
女
性
歌
人
の
必
要
性
が
失
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
と
考
察
し
た
。
そ
れ
に
付
け
加
え
、
女
性
が
公

的
な
和
歌
行
事
の
出
詠
に
加
え
ら
れ
な
く
な
る
の
は
、
后
不
在
の
後
宮
で
、
天
皇
に
「
入
内
す
る
」
の
で
は
な
く
「
参
仕
す
る
」
女
官
た

ち
は
、
あ
く
ま
で
天
皇
の
私
的
生
活
に
仕
え
る
、
裏
方
に
あ
た
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
、
基
本
的
認
識
が
あ
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
。
天

皇
の
公
的
生
活
を
支
え
る
の
は
男
性
の
公
家
た
ち
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
そ
も
そ
も
根
底
に
あ
り
、
そ
れ
が
一
層
強
ま
っ
た
た
め
に
、
女

性
が
公
的
な
和
歌
行
事
に
加
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
月
次
和
歌
へ
の
出
詠
が
知
ら
れ
る

女
性
た
ち
が
、
後
土
御
門
天
皇
の
代
の
旧
院
上
臈
・
三
条
冬
子
、
勾
当
内
侍
・
四
辻
春
子
、
後
柏
原
天
皇
の
代
の
上
臈
・
大
炊
御
門
信
子
、
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大
納
言
典
侍
・
広
橋
守
子
、
い
ず
れ
も
天
皇
か
ら
寵
愛
を
受
け
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
女
官
と
し
て
仕
え
た
女
性
た
ち
に
限
ら
れ
て

い
る
の
も
、
天
皇
の
寵
愛
を
受
け
子
を
産
ん
だ
女
官
は
公
的
和
歌
に
出
詠
を
憚
ら
れ
る
よ
う
な
意
識
が
あ
っ
た
、
つ
ま
り
天
皇
の
「
公
」

と
「
私
」
を
分
け
る
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
女
性
た
ち
が
主
役
と
な
る
文
芸
が
表
だ
っ
て
残
さ
れ
な
い
の
は
、
そ

れ
が
私
的
で
秘
や
か
に
行
わ
れ
る
、
公
的
記
録
に
残
す
べ
き
で
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
理
由
を
考
え
て

お
き
た
い
。 

 

〔
注
〕 

（
1
）
『
お
湯
殿
の
上
日
記
』
文
明
十
四
年
十
一
月
九
日
条
に
「
ご
ん
す
け
ど
の
御
い
と
ま
ご
ひ
に
御
ま
い
り
」
、
同
・
十
六
年
三
月
二
十

九
日
条
に
「
ご
ん
す
け
殿
返
り
ま
い
り
あ
り
。
ひ
ん
が
し
山
ど
の
よ
り
申
さ
れ
て
、
色
〳
〵
し
た
く
ま
い
ら
せ
ら
れ
て
御
ま
い
り

あ
ら
せ
ら
る
ゝ
」
と
あ
る
。
こ
の
間
、
義
尚
の
も
と
に
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
①
文
明
十
六
年
三
月
二
十
八
日
は
内
裏
に
帰
参
す
る

直
前
に
あ
た
り
、
①
の
み
万
里
小
路
命
子
が
出
詠
し
て
い
な
い
理
由
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
2
）『
実
隆
公
記
』（
文
明
12
・
8
・
12
）
に
「
今
日
式
部
卿
宮
上
臈
［
右
府
息
、
去
年
八
月
参
入
］
姫
宮
降
誕
云
々
」
と
あ
る
。
な

お
、「
右
府
」
と
は
右
大
臣
・
今
出
川
教
季
の
こ
と
。 

（
3
）
角
田
文
衛
「
後
宮
の
残
照
⑵
室
町
時
代
」
（
『
国
文
学 
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
25
―
13
、
昭
55
・
10
） 

（
4
）
脇
田
晴
子
『
中
世
女
性
史
の
研
究
―
―
性
別
役
割
分
担
と
母
性
・
家
政
・
性
愛
―
―
』
（
平
4
・
東
京
大
学
出
版
会
）
第
5
章
「
宮

廷
女
房
と
天
皇
」
参
照
。 

（
5
）
あ
ち
ゃ
ち
ゃ
の
局
・
勧
修
寺
藤
子
の
和
歌
事
蹟
に
つ
い
て
は
、
資
料
本
文
に
問
題
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
前
稿
の
注
（
22
）

に
て
詳
述
し
た
。 
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（
6
）
吉
野
芳
恵
「
室
町
時
代
の
禁
裏
の
女
房
―
―
勾
当
内
侍
を
中
心
と
し
て
―
―
」
（
『
国
学
院
大
学
大
学
院
紀
要
（
文
学
研
究
科
）
』

13
、
昭
56
）
、
木
村
洋
子
「
室
町
時
代
中
・
後
期
女
房
職
相
伝
を
め
ぐ
っ
て
―
―
大
納
言
典
侍 

広
橋
家
を
中
心
に
―
―
」
（
『
家
・

社
会
・
女
性
―
―
古
代
か
ら
中
世
へ
―
―
』
〈
平
9
・
吉
川
弘
文
館
〉
所
収
）
参
照
。 

（
7
）『
和
長
卿
記
』（
明
応
9
・
10
・
30
）
に
、
房
子
に
つ
い
て
「
勧
修
寺
姉
也
」
と
あ
る
。
湯
川
敏
治
『
戦
国
期
公
家
社
会
と
荘
園

経
済
』
（
平
17
・
続
群
書
類
従
完
成
会
）
補
論
第
二
章
「
『
御
湯
殿
上
日
記
』
に
見
る
宮
廷
の
女
性
た
ち
―
―
文
明
期
を
中
心
に

―
―
」
参
照
。 

（
8
）
大
阪
市
立
大
学
図
書
館
森
文
庫
蔵
「
後
土
御
門
院
御
詠
草
」
（
後
土
御
門
Ⅲ
）
に
は
、「
月 

文
明
十
三
三
廿
五
安
禅
寺
宮
卅
首
続

歌
」
（
248
詞
書
）
、
「
初
郭
公 

文
明
十
三
八
廿
九
旧
代
上
臈
卅
首
続
歌
」
（
87
詞
書
）「
簷
菖
蒲 

文
明
十
二
五
十
八
同
廿
首
続
歌
」

（
88
詞
書
）
の
詞
書
が
見
え
、
安
禅
寺
宮
・
芳
苑
恵
春
と
旧
院
上
﨟
・
三
条
冬
子
が
三
十
首
な
い
し
二
十
首
続
歌
を
主
催
し
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
も
月
末
開
催
で
は
あ
る
が
、
時
期
が
女
中
続
歌
よ
り
早
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
頭
役
で
は

な
く
主
催
者
で
あ
っ
た
ら
し
い
の
で
、
女
中
続
歌
と
は
別
種
の
催
し
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
9
）
兼
題
の
続
歌
に
つ
い
て
は
、
山
本
啓
介
「
「
続
歌
」
と
は
何
か
―
―
和
歌
会
作
法
書
を
手
が
か
り
に
―
―
」
（
『
和
歌
文
学
研
究
』

96
、
平
20
・
6
）
に
詳
し
い
。 

（
10
）
井
上
宗
雄
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究 

室
町
後
期
』
（
初
版
昭
47
・
改
訂
新
版
昭
62
・
明
治
書
院
）
第
二
章
1
「
宮
廷
歌
壇
」
、
伊

藤
敬
『
室
町
時
代
和
歌
史
論
』
（
平
17
・
新
典
社
）
第
六
章
三
「
『
公
宴
続
歌
』
―
―
十
五
・
六
世
紀
宮
廷
和
歌
史
稿
―
―
小
番

衆
・
三
条
家
・
月
次
御
会
の
こ
と
ど
も
」
、
高
柳
祐
子
「
和
歌
史
の
岐
路
に
立
つ
天
皇
―
―
後
柏
原
天
皇
と
御
会
の
時
代
―
―
」

（
『
国
語
と
国
文
学
』
86
―
8
、
平
21
・
8
） 

（
11
）
室
町
殿
打
聞
の
撰
集
過
程
に
つ
い
て
は
、
岩
橋
小
彌
太
「
足
利
義
尚
の
和
歌
撰
集
（
上
）
（
下
）
」
（
『
歴
史
と
地
理
』
17
―
2
・



『内裏女中月次続歌』考（小山） 
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4
、
大
5
）
、
井
上
宗
雄
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究 

室
町
前
期
』（
初
版
昭
36
・
改
訂
版
昭
59
・
風
間
書
房
）
第
八
章
7
「
義
尚

の
和
歌
撰
集 

付
・
近
江
出
陣
」
に
詳
し
い
。 

（
12
）
前
掲
注
（
11
）
岩
橋
論
文
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
47
『
中
世
和
歌
集 

室
町
篇
』（
平
2
・
岩
波
書
店
）
伊
藤
敬
解
説
、

野

朋
美
「
〈
終
わ
り
〉
を
生
き
る
歌
人
た
ち
―
―
勅
撰
集
の
終
焉
に
関
す
る
一
試
論
―
―
」
（
中
世
文
学
と
隣
接
諸
学
6
『
中
世
詩

歌
の
本
質
と
連
関
』
〈
平
24
・
竹
林
舎
〉
所
収
） 

（
13
）
注
（
11
）
井
上
氏
著
書 

（
14
）
当
初
、
大
内
政
弘
に
は
義
尚
の
打
聞
事
業
を
継
承
・
再
興
す
る
意
志
が
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
金
子
金
治
郎
『
新
撰
菟
玖

波
集
の
研
究
』（
昭
44
・
風
間
書
房
）
第
二
編
第
一
章
二
「
撰
集
の
経
過
」
参
照
。 

（
15
）
武
井
和
人
『
中
世
和
歌
の
文
献
学
的
研
究
』
（
平
1
・
笠
間
書
院
）
第
4
章
第
1
節
「
私
家
集
末
尾
に
勅
撰
集
に
よ
る
補
遺
を

加
へ
る
と
い
ふ
こ
と
―
―
勅
撰
集
の
終
焉
―
―
」 

（
16
）
奥
田
勲
「
中
世
文
学
に
お
け
る
女
―
―
連
歌
作
者
に
女
性
は
な
ぜ
い
な
い
か
」
（
『
中
世
文
学
』
40
、
平
7
・
6
）
、
鶴
崎
裕
雄
・

田
渕
句
美
子
・
綿
抜
豊
昭
・
廣
木
一
人
「
《
座
談
会
》
連
歌
を
担
っ
た
人
び
と
」
（
『
隔
月
刊 

文
学
』
12
―
4
、
平
23
・
7
） 

  

和
歌
本
文
・
歌
番
号
は
新
編
私
家
集
大
成
（
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
）
に
依
る
。
他
の
本
文
引
用
は
以
下
に
依
っ
た
。
な
お
、
濁
点
・
返
り
点

は
わ
た
く
し
に
付
す
。
『
お
湯
殿
の
上
日
記
』
…
続
群
書
類
従
・
補
遺
三
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）
、
『
実
隆
公
記
』
…
『
実
隆
公
記
』
（
続

群
書
類
従
完
成
会
大
洋
社
）
、
『
十
輪
院
内
府
記
』
…
史
料
纂
集
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）
、
『
親
長
卿
記
』
…
増
補
史
料
大
成
（
臨
川
書
店
）
、

『
後
法
興
院
記
』
…
陽
明
叢
書
記
録
文
書
篇
（
思
文
閣
出
版
） 
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【
付
記
】
本
稿
は
、
平
成
二
十
六
年
度
中
世
文
学
会
秋
季
大
会
（
平
成
二
十
六
年
十
月
五
日
於
金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル
）
に
お
け
る
口
頭
発

表
「
室
町
時
代
の
女
流
歌
人
た
ち
」
の
前
半
部
に
基
づ
き
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
成
稿
に
あ
た
り
、
発
表
時
か
ら
見
解
を
改
め
た

箇
所
が
あ
る
。 

 

な
お
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
若
手
研
究
（
Ｂ
）
２
５
７
７
０
１
０
０
・
１
５
Ｋ
１
６
６
９
５
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 
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